
まだまだ暖かくなりませんね。森で少しだけ春とアイヌの息づかいを感じてくれたらいいな
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今日見ることができる植物達

　　名まえ：福寿草《フクジュソウ》
　　アイヌ語名《チライアパッポ》

アイヌ語名は「イトウの花」という意味
この花が咲くころ、イトウが川を上ってく
るかららしいです。
食用や薬用にならない花には名まえを
つけなかったアイヌが、この花には特別
に名まえをつけています。そこには、長
い冬ごもりから開放される喜びがこめら
れているように思います。
ウｴペケﾚ（昔話）の中でフクジュソウの女
神は美しいとされ、黄金色に輝く瞳を
持っていたとされています。

　　名まえ：蕗の薹《フキノトウ》
　　アイヌ語名：《マカヨ》
春に食べれる山菜のトップバッター
雌雄が別に生えることは知られています
が、アイヌ語では何故か女の子のほうを
「ピンネ・マカヨ」=男のフキノトウ　男の子
のほうを「マﾂネ・マカヨ」=女のフキノトウ
と呼ぶそうです。いまどきの「草食系男
子」「肉食系女子」のパイオニアなのかも
しれないですね。


